
＜事業の内容＞  ＜事業イメージ＞  
 
水田の畑地化・汎用化、畑地・樹園地の高機能化等
の推進 
 高収益作物を中心とした営農体系への転換を促進す
るため、水田の排水改良や、畑地・樹園地の区画拡
大・畑地かんがい施設の整備等を推進します。 
 
＜主な工種＞ 
 区画整理、暗渠排水、農業用用排水施設整備 等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 水田の畑地化、畑地・樹園地の高機能化等の推進＜公共＞  
【平成30年度第２次補正予算額 51,800百万円】 

＜対策のポイント＞ 
 高収益作物を中心とした営農体系への転換を促進するため、平場・中山間地域等における排水改良等による水田の畑地化・汎用化、区画拡大や畑地かん
がい施設の整備等による畑地・樹園地の高機能化等の基盤整備を推進します。  
＜政策目標＞ 
 事業実施地域において、次のいずれかの目標を設定。 
 ○作物生産額に占める高収益作物の割合がおおむね８割以上となり、かつ、高収益作物に係る生産額がおおむね10％以上増加すること 
 ○作物生産額に占める高収益作物の割合がおおむね５割以上となり、かつ、高収益作物に係る生産額がおおむね50％以上増加すること 
 ※主食用米を除く作物生産額を対象とする。 

［お問い合わせ先］農村振興局農地資源課（03-6744-2208） 

＜事業の流れ＞ 

 
※事業実施主体が国の場合は、国費率2/3等 
 

50a程度以上で整備 

傾斜小（３°） 

＜畑地・樹園地の高機能化＞ 
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＜水田の畑地化・汎用化＞ 
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○畑地化のイメージ 

水田に野菜等を導入できるよう排
水改良を行い、かんがい設備を整
備 

高収益作物の生産額の変化 

※ 対策地区（666地区）における目標値 
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